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外国送金ネットワークである SWIFT（国際銀行間通信協会）は、1970 年代にはじまった当初の書式（MT
フォーマット）を今現在も使用しています。今般、およそ 50 年ぶりに制度改定を行い、SWIFT を利用する全ての
金融機関は、2025年 11月までに新しい国際標準フォーマット（XML書式の MX フォーマット）へ移行すること
が求められております。 
本対応は金融機関のみならず、外国送金をご利用されるお客さまにも、新フォーマットに準拠した送金情報の入
力等の影響がございます。 
 
当行の対応の詳細につきましては、追ってご案内させていただきます。 

 
 ISO20022 とは 

ISO20022 とは金融通信メッセージフォーマットの国際標準規格で、SWIFT や世界各国の国内決済におい
て採用されています。 
新しいフォーマットはコンピューター言語に準拠した XML形式を採用しており、より情報が豊富な外国送金電文
を送受信することで、現行より多くの情報授受が可能となります。 
●データ量の豊富さと透明性︓詳細な情報を含むことができリコンサイル・データ分析の向上 
●決済処理の迅速化︓世界標準化されたフォーマットにより、送金処理の迅速化 
●コンプライアンスの向上︓構造化された情報により、AML対策への正確性効率性が向上 

 
 移行スケジュール 

 

 
 代表的な変更点 
●情報量の増加 
入力可能文字数が増えます。 

 
 

2022年 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年

従来のフォーマット（MT電文）

新フォーマット（MX電文・ISO20022）

当行の移行期間

2023年3月開始

2025年11月廃止

当行の変更点は順次ご案内いたします



 
●真の送金人・真の受取人の項目の新設  
送金の背後にある実際の資金提供者または受益者を明確にするため、項目が追加されます。 
マネーロンダリング防止・コンプライアンス強化の為、送金内容の透明化が求められます。 

 
●依頼人・受取人等の住所構造化 
アンチマネーロンダリングの精度向上のため、正確なデータの提供をお願いします。 

 
<国内の住所の場合> 

 

 
 
 <海外の住所の場合> 

 
 
 



 
 お客さまへの影響 
●仕向送金への影響 
送金依頼の際は、依頼人・受取人等の住所情報は構造化住所でご依頼いただくことを予定しております。 

 
●被仕向送金への影響 
併存期間が始まっており、既に他行から受信している電文の一部は新しいフォーマットにて受信しております。
同期間においては、旧フォーマットへの読み替えを行った上でお客様へ情報開示をしております。 
当行の ISO20022移行後は新しいフォーマットに基づいた情報開示を予定しております。 

以上 
 
 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

SBI新生コーポレートコールセンター 
電話番号︓0120-511-025（銀行営業日 9︓00～17︓00） 
※メニュー番号「4」をご利用ください。 


